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皆さんは、かつて北御牧を通っていた電車があったことをご存じでしょうか。今月は、当文書館が所蔵する、

「布引鐡道（ぬのびきてつどう）」関連の資料をご紹介します。
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】とは：略年表

　大正8年（1919）7月23日に、平野五兵衛代表により、

小諸―望月間「布引鐡道敷設免許」の申請が提出され、

翌大正9年（1920）1月29日に認可を受けました。

　単線で、ガスによる動力で、「布引自動鐡道」の名前

で申請が出され、動力を蒸気に変えたことで、「布引鐡道」に

社名を変更しています。発起人は、当時小諸商工会長をして

いた平野氏ら15名で、小諸町（現小諸市）の商人たちが、

商圏拡大と観光開発、川西地区（千曲川左岸地区）の発展

を目指したものでした。

　大正12年3月4日付の、路線経路にあたる墓地の改葬許可

の書類が残っており、計画的に鐡道工事が進められていた 北御牧村役場歴史的資料　資料№大正203土木雑件

ことが、伺われます。写真の資料は、鉄道の計画路線上に墓地があり、その移転に関する文書です。

北御牧村役場歴史的資料　資料№大正203土木雑件　墓地の改葬願
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　大正9年10月30日に、平野五兵衛を代表に、小諸町（現小諸市）に本社を置き、100万円（企業物価指数に拠り

計算すると、現在の4億2400万円）の資本金で「布引鐡道株式会社」を設立しました。

　大正11年（1922）5月13日に、全線の工事施工の認可がされ、8月には工事に着工しています。

　大正11年12月14日に、動力を蒸気から電気に変更しました。

　大正12（1923）年5月27日、動力を電気にしたことで、「布引電気鐡道」に社名を変更しました。

　大正15年（1926）12月1日に、小諸―島川原間の7.42キロメートルの区間にわたり、営業を開始しました。

写真

『北御牧村史』

作成時資料

（東御市文書館所蔵）

しかし、2か月後に資金難により、工事は中止してしまいます。

　昭和6年（1931）4月から、望月までの起動延長工事に着手しました。

　昭和7年（1932）5月1日、送電停止により一時運休になりましたが、2ヶ月後の７月12日に走行を再開しました。

　昭和9年（1934）7月10日には、小諸―島河原間の送電停止により、運休しましたが、そのまま許可なく営業停止に

　なり、昭和11年（1936）10月28日に、免許を取り消され廃止となりました。

　こうして布引鐡道にとっての激動の17年間に、幕を閉じたのでした。

東御市文書館所蔵の中で、一番古い植物標本写真を廊下展示しています。

明治37年、今から119年前に小山とよ子氏により採取された、作成された植物標本です。

文書館資料№123　りんほうぎく 文書館資料№120　レンリンソウ 文書館資料№115　まんねんすぎ

採取地：浦倉山（群馬県と長野県の県境） 採取地：浦倉山 採取地：牙山の囃子鹿口

布引観音（釈尊寺）祭

【文書館展示ご案内コーナー】

布引鐡道の集客のために始
めた布引観音お祭りの5月８
日は、布引鐡道の乗客が、と
ても多かったと言われます。

※本資料は北御牧

郷土資料館より、

移管された植物標

本です。


